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　毎年，多くの学生が，教育実習に勤しん
でいます。「これなら大丈夫。ぜひ次年度
は教壇に立ってほしい」と思える学生もい
れば，「教師というよりは，社会人として
やっていけるのかな」と心配になる学生も
います。校長職に就いて９年目。私の学校
に，こんなフレッシュマンが来たらと思え
る教師像を３つに絞り書いてみます。
１　フットワークのよい教師
　私は，長年山歩きをしています。山歩き
では，体力を維持しながら，気象やルート，
メンバーの体調など周囲の環境を冷静に判
断し，行動しなくてはなりません。こうし
た判断力や行動力が教師という職業に生か
されていると感じます。
　実習生には，いつも，「校庭に出て，子
どもと一緒にたくさん遊びなさい」「足・
脚を使って子どもと交わることが大切で
す」と言っています。フットワークを生か
し，場合によっては身体全体を動かし五感
を働かすことで見えてくるものがあります。
　先日，３年生の子どもを引率し，東京タ
ワーの展望台まで階段を使って上りました。
およそ 600 段。汗をかいた子どもが「今日
は校長先生と一緒に給食を食べたいな」と
発した言葉を嬉しく受け止めました。
２　飯を炊ける教師
　以前，新規採用教員の宿泊研修に，「か

まどを作り，飯ごう炊さんの実習を取り入
れてはどうですか」と提案したことがあり
ます。校外学習に行ったときに，飯ごう炊
さんができない，その経験がない教師が意
外に多いことに気づいたことがきっかけで
した。生活力を感じない教師が増えている
ように思えたのです。社会体験が乏しいま
ま教師になってしまってよいのだろうかと
危惧しました。この生活力，社会体験の象
徴を飯ごう炊さんに見立てたというわけで
す。幸い，この提案を受けたある行政区で
は，飯ごう炊さんの実習を取り入れ，今も
研修の柱にしているそうです。
３　礼状が書ける教師
　教育実習が終わり，きちんと礼状を書い
てくる学生がいます。もちろん反対も然り
です。プロの教師も同様です。研究授業の
前には指導案を作り，事前に講師に一筆添
えて送るのが普通でしょう。しかし，指導
を受けた後に礼状を書き，講師に送ってい
る教師はどのくらいいるのでしょうか。子
どもとの学習の中で，「お世話になった人
にお礼の手紙を書きましょう」と指導して
いる教師がです。本当は，この文面が問わ
れるべきなのですが，出せれば花丸といっ
たところでしょうか。こうしたところに心
づかい，気づかいができる教師，社会人で
あればと思います。 

こんなフレッシュマンが
来たら

菅野　宏隆　東京都港区立麻布小学校校長

教 育 を 見 つ め る
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1. はじめに
　本稿では，現行の学習指導要領のキー
ワードの１つである「算数的活動」と，次
の学習指導要領のキーワードになるであろ
う「アクティブ・ラーニング」との関係を
見すえ，算数的活動の今後の在り方への見
解を述べたいと思う。

2.「算数的活動」の変遷
（１）平成元年の学習指導要領
　平成元年告示の学習指導要領では，「具
体的な操作や思考実験などの活動」の必要
性に焦点が当てられた。しかし，まだ「算
数的活動」という言葉は使われていない。
　例示として平行四辺形の面積の求め方が
挙げられている。

（２）平成 10 年の学習指導要領
　「算数的活動」が学習指導要領に登場す
るのは，ここからである。
　受験戦争の過熱化やいじめ，不登校など，
児童生徒の心が荒れ，それが知育重視の教
育に起因するという世論が高まった。また，
完全学校週５日制が導入された。
　教育もそれに合わせ，ゆとりをもたせる
方向に動いた。
　「児童がゆとりをもって，自ら課題を見
つけたり，問題を解決したりする」「学ぶ

ことの楽しさや充実感を味わう」「体験し
たり，学習したりしたことを基にしながら，
自分で工夫して問題を解決できるようにす
る」などの改善が図られた。
　そして，算数科の目標に，「数量や図形
についての算数的活動を通して」という文
言が盛り込まれた。
　このときの「算数的活動」は，「児童が
目的意識をもって取り組む算数にかかわり
のある様々な活動」を意味する。特徴とし
ては，「作業的・体験的な活動など手や身
体を使った外的な活動」を主としているが，
活動の意味を広く捉えれば，思考活動など
の内的な活動を主とするものも含んでいる。
　作業的・体験的・具体物を用いた・調査的・
探究的・発展的・応用的・総合的な算数的
活動が挙げられた。
　こうした算数的活動を積極的に取り入れ
ることによって，教師の説明中心の授業か
ら，児童の主体的な活動中心の授業へ転換
を図った。 

（３）平成 20 年の学習指導要領
　この改訂では，OECD（経済協力開発機
構）の PISA 調査で思考力，表現力，判断力，
読解力や，児童生徒の自信の欠如，将来へ
の不安などに課題が見つかった影響を受け，
それを修正するよう様々な改善がなされた。

今，算数的活動を考える

アクティブ・ラーニングを見すえた
「算数的活動」の在り方

特　集

大澤　隆之 　学習院初等科教頭

論説
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　平成 18 年に教育基本法が改正された。そ
の中で，「豊かな人間性と創造性を備えた人
間の育成」が示され，「創造性を培い，自
主及び自律の精神を養う」という目標が挙
げられた。
　これを受け，平成 19 年に学校教育法が
一部改正された。第 30 条第２項では，「思
考力，判断力，表現力」や「主体的に学習
に取り組む態度」も，目標達成のために必
要であることが強調されている。
　平成 20 年の学習指導要領は，特に「言
語に関する能力の重視や体験活動の充実」
が挙げられている。そして，「算数的活動」
が具体的に各学年で示された。
　このときの改訂では，「算数的活動を通
して」という文言を目標の初めに位置づけ
た。
　「算数的活動」の定義は，「児童が目的意
識をもって主体的に取り組む算数にかかわ
りのある様々な活動」である。平成 11 年
の定義から，「主体的に」という文言が入っ
たことが大きく違っている。
　もう１つ強調されていることは，作業的・
体験的な活動など身体を使ったり，具体物
を用いたりする活動だけでなく，課題につ
いて考えたり，表現したり説明したりする
活動も算数的活動と示していることである。
　「算数的活動」を取り入れる目的は，算
数の授業を，児童の活動を中心にした主体
的なものにしたり，楽しいもの，分かりや
すいもの，感動のあるもの，創造的・発展
的なもの，生活や自然現象と結びついたも
の，他教科や総合的な学習の時間などと関
連させたものにしたりして，改善すること
である。
　そして，例示された内容のポイントは，
言葉，数，式，図，表，グラフなどで表現

したり説明したりする活動，比べたり調べ
たりする活動，作ったりかいたりする活動，
きまりを見つけたり判断したりする活動，
問題を解決する活動などが挙げられている。

（４）次期学習指導要領
　文部科学省は，教育基本法の理念がまだ
十分に実現していないと捉え，知識の伝達
ばかりでなく，新しい時代に必要となる資
質・能力を育むという方向を示している。
つまり，内容重視から教科を超える力を重
視という方向である。
　国立教育政策研究所が，平成 25 年に「21
世紀型能力」としてまとめた基礎力，思考
力，実践力，そして平成 26 年に『育成す
べき資質・能力を踏まえた教育目標・内容
と評価の在り方に関する検討会―論点整理
―』で示した「自立した人格をもつ人間と
して，他者と協働しながら，新しい価値を
創造する力を育成する…」の内容も鑑みた
ものになるであろう。
　こうした背景をふまえ次期学習指導要領
のキーワードの１つとして，アクティブ・
ラーニングが挙げられる。

3.「アクティブ・ラーニング」とは何か
（１）「活動的」ではない
　「アクティブ」を辞書で引くと，「活動的」

「積極的」「能動的」といった訳が出てくる。
しかし，今回の教育改革で使う「アクティ
ブ」は，「活動的」という意味ではない。「能
動的」や「主体的」と訳すほうが合っている。
　では，アクティブ・ラーニングとは，ど
のような学習をさすのか。

（２）大学改革でのアクティブ・ラーニング
　アクティブ・ラーニングは，大学教育改

今，算数的活動を考える
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革から始まったものである。『新たな未来
を築くための大学教育の質的転換に向けて
～生涯学び続け，主体的に考える力を育成
する大学へ～（答申）』では，「生涯にわたっ
て学び続ける力，主体的に考える力を持っ
た人材は，学生からみて受動的な教育の場
では育成することができない」として，能
動的学修（アクティブ・ラーニング）への
転換の必要性を述べた。このときのアク
ティブ・ラーニングの定義は，「（前略）学
修者の能動的な学修への参加を取り入れた
教授・学習法の総称」としている。「学修」
としているのは，大学での学びは，授業だ
けでなく，予習や授業後の展開も含めた単
位制としているからである。

（３）小学校から高等学校のアクティブ・ラー
ニング

　平成 26 年 11 月 20 日の中教審に対する
諮問『初等中等教育における教育課程の基
準等の在り方について』では，以下のよう
に述べられている。
　自立した人間として多様な他者と協働し
ながら創造的に生きていくために必要な資
質・能力を確実に身につけるために，「何
を教えるか」という知識の質や量の改善や，

「どのように学ぶか」という学びの質や深
まりを重視すること，そして，アクティブ・
ラーニングやそのための指導の方法等を充
実させていく必要がある。
　ここでは，アクティブ・ラーニングを「課
題の発見と解決に向けて主体的・協働的に
学ぶ学習」と定義している。
　具体的に「課題の発見」「課題の解決」
と書かれていることにより，問題解決学習
の大切さが改めて強調された。また，従来
の「算数的活動」の定義にあるように，主

体的な学習であることが重要となる。
　協働的という言葉は，「算数的活動」の
定義にはない。このことから考えると，「算
数的活動」が「アクティブ・ラーニング」
の代わりになるとはいえない。
　「協働」は，「コラボレーション」の意味
である。自分の考えをもちそれを説明する
のがコミュニケーション（ここまでが自立）
であるのに対し，自分と考えの違う意見に
耳を傾けて理解し，そのよさを認めたり批
判したりしながら，一緒により良いものを
創造していこうとする姿勢が「協働」なの
である。批判をするだけのディベートには，

「協働」はない。
　これからは，グローバル社会でいかに生
きるかを目ざして教育を行う。その中で，

「協働」は，とても大切な態度である。
　小中学校では，言語活動を重視した学習
が浸透し，算数的活動や数学的活動も軌道
に乗って進んでいる。アクティブ・ラーニ
ングは，大学教育，高校教育に必要性があ
るのであって，小学校では「自主性」を重
視していっそう「言語活動」「算数的活動」
を大切にして進めていけばよいという考え
方もできる。
　しかし，新しい教育目標を考えたときに，

「協働的」という観点は大切である。
　だから，アクティブ・ラーニングは，小
学校の教育課程でも，主要な学習形態と
なっていくだろう。

4.「算数的活動」とアクティブ・ラーニング
（１）これからの「算数的活動」は何を目ざ

すのか
　新しい時代に必要となる資質・能力を育
むために，算数の授業も改善を行わなけれ
ばならない。「資質・能力」の内容は明ら

特　集
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かにされていないが，「創造力」「論理的思
考力」「表現力」「読解力および判断力」「多
様な他者と協働し問題解決する力（コラボ
レーションする力）」「問題発見力」などが
クローズアップされてくると思われる。
　算数の学習は「算数的活動を通して」行
われるものであるから，上記の能力を育て
ることを目的とした算数的活動を行ってい
くべきである。

（２）アクティブ・ラーニングとしての「算
数的活動」

　一例として，創造力を育てることについ
て述べる。算数は，創造性の基礎を培う教
科である。算数・数学における創造力の基
礎は，多面的に考える力，論理的に考える
力であるといわれている。今まで考えてい
なかった方面からアプローチをすることに
より，新しい道が開けることがある。問題
の仕組みが分かればその仕組みの１つを意
図的に変えることにより，新しいものが生
まれる可能性がある。そうした力をつける
のが，算数の役割の１つなのである。
　では，創造力を育てる算数的活動は，ど
うあるべきか。
　例えば，児童が迷う場を作るということ
である。どちらが広いのかを比べる，どの
ような形になるのかを考える際に迷う場面
を作る。
　意見の対立が生まれると，なおいっそう
考えようという意欲がわいてくる。考える
必要性が強くなるといってもよい。
　多様な考え方ができる問題であれば，自
分の考えつかなかったアイデアにふれるこ
ともある。他人を認める，理解し判断する，
といった経験ができる。
　また，考える必要性があれば，自然に「自

主性」も出てくる。また，多様な他者と協
働し問題解決するには，論理的に考え表現
することも必要になる。
　こうした学習こそ，アクティブ・ラーニ
ングである。「算数的活動」を，アクティブ・
ラーニングに高める教材開発や指導法の開
発がこれからの我々の課題なのである。
　これからは，いかに児童に問題意識をも
たせ，問題を発見させ，能動的に考えさせ
るよう仕向けることができるか，そのリー
ダーシップが教師に問われる時代となる。

【参考・引用文献】
『小学校指導書　算数編』　平成元年　文部
省　東洋館出版社

『小学校学習指導要領解説　算数編』平成
11 年　文部省　東洋館出版社

『小学校学習指導要領解説　算数編』平成
20 年　文部科学省　東洋館出版社

『ひと目でわかる２色刷り　小学校学習指
導要領新旧比較対照表』　平成 20 年　日本
教材システム

『育成すべき資質・能力を踏まえた教育目
標・内容と評価の在り方に関する検討会―
論点整理―』　平成 26 年　育成すべき資質・
能力を踏まえた教育目標・内容と評価の在
り方に関する検討会

『新たな未来を築くための大学教育の質的
転換に向けて～生涯学び続け，主体的に考
える力を育成する大学へ～（答申）』平成
24 年　中央教育審議会

『初等中等教育における教育課程の基準等
の在り方について（諮問）』平成 26 年　文
部科学省
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１．はじめに
　子どもたちが主体的に学ぶ姿を追い求め
る中で自分がこだわっていることの１つに，

「友だちの表現をよみ取る中で，自他を含
めた複数の表現を比べ，共通点やつながり
を見つける学びを充実させること」がある。
同じような考えをしていても，子どもに
よって表現のしかたはまちまちである。し
かし，その中身をよく吟味していくと，共
通点が見えてくることは少なくない。
　「あっ，似ているかも」「同じじゃないか
な」「何かつながりそう」などは，現在担
任をしている１年生の子どもたちが授業の
中でよく口にする言葉であり，異なる表現
の中に隠されている共通点やつながりを見
つけようとしていることがわかる。そして
その根拠を説明する中に，取り上げたい大
切な考えが表れてくる。
　今回は１年生のひき算の導入を例に，共
通点やつながりを見つける眼を育てる授業
づくりについて提案する。

２．実践事例
［１年　のこりはいくつ］
　最初に，皿の上にりんごが５個ある絵を
提示した。子どもたちからは，「りんごだ」

「５個あるよ」「それで…？」など，さまざ
まな反応が返ってくる。そこで，その絵の

下に矢印を書き，今度は皿の上にりんごが
３個ある絵を提示すると，「今度は３個だ」

「さっきより少ない」「減っているよ」と，
１枚めの絵と比べて，りんごの数が変化し
ていることを一人一人がそれぞれの言葉で
表現した。ここ
で，２枚の絵の場
面を文で整理し
た。
　 そして，１枚
めの絵と２枚め
の絵の間に□を
かき，

「ここには，どんなお話が入りますか？」
と子どもたちに問いかけた。子どもたちが
ノートに書いたお話のほとんどは，

「女の子が２個食べました。」
「おやつに２個食べました。」
「お皿の上のりんごを２個食べました。」
のように，２個食べたことをより具体的に
表現したものだったが，その中で，

「お皿の上のりんごを２個減らしました。」
「友だちに２個りんごをあげました。」
と書いている子どもがいた。そこで，「食
べた」「減らした」「あげた」の３つの表現
を比較する場面を作り，共通点を見いだす
活動へと授業を展開していくことにした。

「つながり」を大切にした学びをつくる
〜友だちの表現をよみ取り，
　共通点を見つける眼を育てる授業づくり〜

川上　諭　横浜国立大学教育人間科学部附属横浜小学校教諭

特　集

実践①
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　初めに，「食べる」という表現を使った
２つのお話を取り上げた。

１行めの表現に違いはあるが，
「どっちもりんごを食べるお話」
ということを確認し，
もう１つのお話を提
示した。
すると，

「『減らしました』になっている」
「さっきと違う」
のように３行めの「食べました」と「減ら
しました」という表現に注目が集まった。
そのとき，１人の子どもが，

「全部，同じにみえる」
とつぶやいた。周りの子どもたちが，一瞬

「えっ！？」という表情をし，子どもたちの
中に小さな問いが生まれた。「どうして？」

「ぜんぜん違うじゃん」という声があがり，
教室はざわざわとした雰囲気になった。そ
こで，子どもたちに，

「今，Ａくんは，『全部，同じにみえる』って 
言ったよね。どうして，そう思ったのか，
Ａくんの気持ちがわかる人はいるかな？」
と問いかけた。しばらくして，

「どれも２個減るお話だから，同じにみえ
たのかな」
と 小 さ く つ ぶ や く 声 が 聞 こ え て き た 。

「あー」「確かに」という反応があがり，数
人が納得したことがわかった。子どもたち
に，「どういうこと？」と尋ねると，今度
は別の子どもが，

「『２個食べる』も『２個減る』も，両方と
も『りんごが２個なくなる』ということ」

と，３つのお話のつながりを具体的に説明
した。最後は，

「言い方は違うけど，意味は同じ」
という発言でまとまっていった。
　このあと，子どもの
理解を確かめるために，
４つめのお話を提示し
た。今度は先ほどより
も多くの子どもたちから，

「あー，これも同じだ」
「これも『あげる』と『減る』でつながる」
「あげるとりんごがなくなるから同じ」
のように，共通する部分やその根拠を明ら
かにして説明する姿が見られた。
　次の時間には，ひき算の式で表すことが
できるさまざまな場面を扱い，お話や数が
違っても，ブロックを操作するとどれも，

上図のような動きになることを確認し，た
し算との違いを意識させながら，ひき算の
意味が理解できるようにしていった。

３．さいごに
　このような授業を何度か繰り返すと，「似
ているところがある」「同じじゃない？」
といった声が，次々とあがるようになった。
また，そういった周りの友だちの気づきが
きっかけとなり，「どこが似ているのかな」
と考える子どもも増えた。今回は言葉での
表現の違いを取り上げたが，図と式，操作
と図など，実態や場面に応じて取り上げる
表現を工夫することもできる。低学年の段
階からこのような学びの経験を積み上げる
ことが，共通点を見つける眼を育むことに
つながるのではないか。

おんなのこが
りんごを２こ
たべました。

おさらのうえの
りんごを２こ
たべました。

おさらのうえの
りんごを２こ
へらしました。

ともだちに
りんごを２こ
あげました。
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１．はじめに
　「対称な図形」の学習後の評価テストに
おいて，点対称な図形の作図では，25 人中
12 人につまずきがみられた。教師の一方的
な説明を聞くだけの学習や単なる作図問題
を繰り返し行うだけの学習になってはいな
かったか，どのような指導を行えば効果的
であったかと反省せざるを得ない。
　そこで，単元学習後に振り返りの時間と
して設定した授業で，落ち込みのある内容
を再度学習するための算数的活動を模索し
た。

２．「点対称な図形」をかく楽しさを味わう▪
算数的活動

（１）何につまずいているかを把握する
　右は，単元
終了後の定着
確認シートの
問題（A, Bは
便宜上記載）
である。子ど
もたちと一緒
に答え合わせ
をすると，右
のような誤答
が多くみられ
た。

　つまずきの原因について話し合っていく 
と，「目盛りを正しく数えられなかった」「頂
点が１つ足りなかった」「どことどこをつな
げたらいいのかわからなくなった」などの声
があがった。
　教師側からすると，問題の困難さは頂点
Ａと頂点Ｂが対称の中心から等距離にない
ことであると考えていた。しかし，それ以
外にも，ます目を正しく数えていくことが
子どもたちにとってそう簡単ではないとい
うことにも気づかされた。
　「線対称より点対称のほうがかくのは難
しい」というのが子どもたちの実感である。
半分だけかかれている図形を 180°回転させ
てもう半分をかくとき，「さかさま」にな
るので，ぴったりと重なるのかどうか判別
しにくいというのが理由であった。
　「先生が丸つけするときに使っている透
明なシートがあれば，ぴったりと合ってい
るかどうかすぐにわかるのに」という声が
あがってきた。

（２）問題と答えを作る
　まず，一人一人に点対称な図形（直線で
できるもの）の半分をかかせた。そのあと
で，透明シートを上に重ねて赤ペンでな
ぞっていく。そのシートを対称の中心Ｏを
ずらさないようにして 180°回転させれば，
簡単に答え合わせができる。自作問題を友

作る・解く・答え合わせをする活動で，▪
点対称な図形についての理解を深める指導

中野　久美子　福島県東白川郡棚倉町立棚倉小学校教諭

実践②

特　集

O

A
O

B
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だちに解いてもらい，この解答シートを
使って正しいかどうか判別していく活動を
行った。
Ｔ：簡単にかけそうなものはありますか。
Ｃ：K 君の問題は簡単！だって，ます目と

同じ向きの直線だから。
Ｔ：ます目と平行か垂直なら簡単なんだね。

Ｃ：逆にＴ君の
は難しい。頂
点がいっぱい
あるから。ど
の点と点を結
んで辺にした
らいいのかわ
からなくなっちゃうよ。

Ｃ：じゃあ，記号をかいたら？
Ｃ：対応する頂点を抜かさないように，線

で結んでもいい。

Ｃ：これは正し
くないよ。

Ｃ：本当だ。シー
トを 180°回転 
し た ら ず れ
ちゃったよ。

Ｃ：左端は対称
の中心 O から
数えて左に２ます，右端は右に４ますの
ところにあるでしょ。だから，下半分を
かくと，両端がそろわないはずだよ。

Ｃ：定着確認シートの問題に似ているよ。は
じめとおわりがずれている問題があるよ。

Ｃ：挑戦したい！今度はできる。
Ｃ：はじめとおわりも頂点と考えて，かく

のを忘れないようにする。
　子どもたちは，互いに問題を解いたり答

え合わせをしたりしながら，多様な問題に
ふれ，点対称な図形の特徴について理解を
深めていくことができた。

（３）方眼を用いた作図のコツをまとめる
　活動をとおして，どのようなことに気づ
いたか話し合い，以下のようにまとめた。
①　対称の中心から，上下，左右反対に同

じ距離になるようにかく。
　（例） 頂点 A（上２，左３）なら
 対称な頂点 A’は（下２，右３）へ
②　半分の図形の両端も頂点になることを

考え，対応する頂点をかく。
　本時の最後
に，右の問題
に取り組んだ
ところ，25 人
中 23 人 が 正
解した。

３．おわりに
　補充の学習を終え，再度，点対称な図形
の作図のテスト問題に取り組ませたところ
正答率は 92％であった。子どもたちは，「で
きない」ことは「できるようになりたい」，

「あいまいなこと」は「はっきりさせたい」
という願いをもっている。今回自分たちで
問題や解答を作る，作った問題を解く，答
え合わせをするという活動によって，楽し
みながら多くの問題にふれ，次第に理解を
確実にし，できるようになっていく喜びを
味わうことができた。
　具体物を用いて作業的・体験的な活動を
行うことは，図形の意味を実感をもって捉
えさせるうえで有効であったと考える。今
後もさまざまな単元で模索していきたい。

O
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１．教科書の導入
　教科書では，挿絵などを活用して，液体
なら３等分できるが，商を小数で求めよう
としてもわりきれないことへの問題意識を
引き出している。そのうえで，「２÷ ３の
商を分数で表す方法を考えましょう。」と
いう問題を示している。

２．問い方を変えて，目的意識を高める
　「できる・できない」と問われれば，直
感であったとしても，多くの子どもは，自
分の立場を表明することができる。問い方
を変えるだけで，考えるきっかけが生まれ，
みんなが学習に参加できるようになる。
　また，予想してから，自分なりにちょっ

と試してみることで，商を小数で表せない
という「困った」を，子ども自身が実感す
るようになる。この「困った」を生かすこ
とで，「商を分数で表そう」という課題の
必要感や、その解決方法を説明する目的意
識を高めることができる。

３．まとめ
　実際の授業では，途中で悩んでいる子ど
もも見られたが，その場合は，教科書の図
をよみ取らせることで，解決につなげるよ
うにした。
　実態にあわせて教科書の使い方をひと工
夫することで子どもの目的意識を高め，考
えを深めることができた。

子どもの「困った」を引き出し，
目的意識を高める

遠藤　誠　北海道北見市立西小学校教諭

２Lのジュースを▪
３人で等分▪
できるでしょうか。

Ｔ：何算になる？わかっていることは？
Ｃ：３等分だから，わり算になるよ。
Ｔ：式を書いて，計算しよう。
Ｃ： 2 ÷ 3 ＝ 0.66…わりきれない。
Ｔ：小数で表せないなら分数で表そう。

Ｔ：できるかな？ちょっとやってみよう。
Ｔ：困ったことはある？
Ｃ： 2 ÷ 3 ＝ 0.66…わりきれない。
Ｃ：ジュースなら３等分できるのに…。
Ｔ：小数で表すしかないのかな？

５年 p.123「わり算と分数」

工夫

工夫
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－教師
の素朴な疑

問に答える－▪教育なんでも相談室

　授業参観の主な目的を確認しておきま
しょう。
○子どもの学校生活や学習の状況を直接見

てもらい，子どもの教育について保護者
と教師の共通理解を図り，話し合う雰囲
気や協力関係を作るきっかけにする。

○学校（生活指導，授業など）に関する建
設的な意見や悩み相談などのきっかけを
作る。

　そして，授業参観を，子どもにとっても，
保護者にとっても，担任教師にとっても有
意義になるように，気をつけること（配慮
したいこと）をいくつか紹介しましょう。
１　わざとらしい演出をしない
　授業参観の準備は，１か月前から始まっ
ています。生活規律や学習習慣の指導は，
ふだんからきちんと行っておきます。教室
の掲示物や生き物の管理，整理整頓など環
境整備も子どもとともに行っておきましょ
う。
　また，「今日は，お父さん，お母さんが
見に来ていますが，ふだんどおりに頑張り
ましょう」のようにわざとらしいことは言
わず，服装なども含めて教師自身がふだん
どおりにすればいいのです。

２　歯切れ良い，簡潔な話し方をする
　保護者を意識して，必要以上に丁寧に
言ったり，優しさを誇張したりするのはか
えって逆効果です。子どもにわかりやすい，
歯切れの良い明解な話し方をしましょう。
３　保護者は自分の子どもを見ている
　保護者はわが子の学習ぶりを見に来てい
るのです。研究授業とは全く違います。ほ
とんど全員がわかっても，わが子が理解で
きなかったとしたら，「授業の下手な先生」
と評価されてしまいます。
４　どの子にも活躍の場を与える
　ということは，どの子にも，授業の中で，
最低１回は，活躍する場を与えるようにし
ます。子どもも，保護者もホッとし，安心
します。夕食の団欒のときに，授業参観の
話題で盛り上がると思います。
５　肯定的評価を行う
　正しく答えた子どもは率直に褒める，つ
まずいた子どもは発想のしかたなどの良い
部分を見つけて褒める，のように肯定的評
価で進め，子どもに自信をつけさせ，保護
者に安心感を与えるようにしていきましょ
う。また，机間指導では，後方の子どもを見
落としがちなので留意する必要があります。

授業参観では，どのようなことに
気をつけるとよいでしょうか？

回答者：小島　宏　元東京都台東区立根岸小学校校長

質問

ポイント
・保護者の前で，どの子も活躍できる場面を作る。
・肯定的評価を行い，子どもに自信をつけさせ，保護者に安心感を与える。
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３ステップ

２ステップ

１ステップ

３ステップドリルは技能的な学力等の習熟のためのワークシートです。
２上「ひき算」を例に，使い方をご紹介します。

３ステップドリルのご紹介 教育出版ホームページの小学校算数より
ダウンロードできます！

同
種
・
同
レ
ベ
ル
の
学
習
シ
ー
ト
を
３
枚
１
組
と
し
て
構
成

平成27年度版『小学算数』対応

90 点未満

90点未満

同種の問題に３回ずつ取り組む中で，
確実に定着を図ることができます。

▲２上 p.40「ひき算」

　同種の問題に３回チャレンジするこ
とで，すべての子どもが 90 点以上に達
することを目ざします。
　90 点以上を合格として，学習シート
①から順に取り組みます。90 点に満た
なかった場合は，学習シート②，学習
シート③へと進み，合格を目ざします。

　学習シート②は，教科書やノートを
振り返りながら取り組めるように，教
科書に準じた数値等を用いた問題に
なっています。

　「授業中の確認テスト」「朝学習」「家
庭学習」などの場面でご活用いただけ
ます。
　また，「補充的な学習」として，単元
や学年をさかのぼって取り組むことも
効果的です。
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　教科書で学習した知識や考え方を，子ども自身で学び直せるように作成した
ワークシートです。
　２下「かけ算」と３下「かけ算の筆算（１）」を例に，使い方をご紹介します。

花まるワークのご紹介 教育出版ホームページの小学校算数より
ダウンロードできます！

平成27年度版『小学算数』対応

　教科書で取り上げた解決過程や知識
まとめを，穴埋め形式の問題にしてい
ます。
　教科書の流れにそっているので，自
分で教科書やノートを見ながら取り組
むことができます。

　このワークシートに取り組むことで，
教科書のふきだしなどで示されている
問いの答えが見えてくるので，考え方
の振り返りにも活用できます。

▲２下 p.5「かけ算」

▲３下 p.3「かけ算の筆算（１）」
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川が…
近所の川はきれいですか？　それともきたないです

か？　ぼくは，京都へ帰省した時に，七谷川という川へ
行きました。そこは，水がとてもきれいでとうめいでし
た。サワガニやヤゴ，カワヨシノボリなど，きれいな川
にしかいない生き物がいました。最近，トンボが少なく
なってきていると聞いたことがあります。川が汚れて，
ヤゴが育たないみたいです。ヤゴやカワヨシノボリ，サ
ワガニが，住みやすいこのようなきれいな川を守りつづ
けたいです。「地球となかよし」事務局

応募の決まりなど詳しくはホームページを見てね

前
回

入
選
作
品

◎主催／教育出版　◎協賛／日本環境教育学会
◎後援／環境省，日本環境協会，全国小中学校環境教育研究会，毎日新聞社，毎日小学生新聞
＊協賛・後援団体は昨年実績で，継続申請中です。

小学生・中学生（数名のグループ単位での応募も可）応募資格

2015年 7月1日～ 9月 30日
詳細は「優秀作品展示室」とあわせてホームページをご覧下さい。応募期間

作品
テーマ

「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたことを，
写真（またはイラスト）にメッセージをつけて表現してください。

メッセージ
作品募集（2015年度）

①身のまわりの自然が壊されている状況を見て感じたことや，自然環境
や生き物を守るための取り組み
②さまざまな人との出会いを通して，友好の輪を広げた体験，異文化交
流，国際理解に関すること
③その他，「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたこと

第13回

応募者全員に
参加賞が
もらえるよ!

まもなく締め切り


